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高齢マ ウス の イ ン フ ル エ ンザウイルス

感染に及ぼす麻黄附子細辛湯の 効果
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【目的】痳黄附子細辛湯 は古 くか ら感冒に用 い られて おり、特に高齢者の 感冒に良好な成

績を示すと報告され て い る 。 こ れは、麻黄附子細辛湯が 高齢期の 低下 した免疫機能を賦活

化する等 、 生体の 防御能を高める ためではない か と考え られ る 。 我々 は 、 麻黄附子細辛湯

には高齢期 マ ウ ス の低下 した抗体産生能を著 しく高める作用 があ る こ とを明 らか に してき

た 。こ れ らの 成績は 、実 際的な病原体の 感染に際 し て も麻黄附子細辛湯が防御的効果を発

揮するこ とを示唆するもの であ っ た 。 そ こ で今回はマ ウス を用い て麻黄附子 細辛湯 がイ ン

フ ル エ ン ザ ウイル ス （IFV）の 感染に際 して どの よ うな防御的 効果 を示 すか を検討 した 。

【実験方法】生後 1年齢の C3H ／HeN 系雌 マ ウス を用いた。イン フル エ ンザウイルス 感染の

前 また は後に、脱イオ ン 水 に懸濁 した麻黄附子細辛湯 エ キス の 0．1mlを 1日1回合計 10回

経 ロ投与 した 。 実験群構成は マ ウス へ の投与量 によりOmg 群（Omgx10 回 ）、0．5mg群

（20mg ／kg × 10 回）、および 5mg群 （200mg ／kg× 10回 ）の 3群 と し、各群 19 〜 20匹 の マ

ウス を用 い た 。 感染は、マ ウス
ーadapted 　IFV（A／Osaka／5／70 （H3））をネブライザー

で噴

霧 して吸入感染 させた 。感染後、3、　6．　10 日後に肺 を摘出し、ウイル ス 検出および ウイル

ス 量を測定 した。また 感染後1〜6日間咽頭ぬ ぐい液を採取 しウイル ス 検出を試みた。

【結果と考察】感染前に麻黄附子 細辛湯を投与し た 実験で は、感染 3日、6 日後とも に すべ

て の群 のす べ て の マ ウス の肺 か らウイ ル ス が検出 された。しか し各群 の 平 均 ウイル ス t は

3日、6日後 ともにOmg 群 ＞0，5mg 群＞ 5mg 群 の 順 に低 くな っ て いた e
一方、咽頭ぬ ぐい

液 か らは Omg 群 で 2日 目 1／5、3日 目 3／5、4日 目 2／5、5日 目 1／5例で ウイル ス が検出さ

れた。しか し0．5mg 群では 3日目に 2／5例か ら検出されたのみ であ っ た 。 また5mg 群で は

6日間を 通じて ウイル ス は全 く検出されなか っ た。感染後投与 の 実験で は 感染 3日、6日後

ともに すべ て の群のすべ ての マ ウス の 肺からウイル ス が検出され た。また各群の 平均 ウイ

ル ス 量は感染前投与 実験の成績と同様の傾向を 示した e さ らに咽頭ぬ ぐ い 液か らの ウイル

ス 分離の 成績も Omg 群＞0．5mg 群＞ 5mg 群 の 順 に低 下 して い た。

　 以上 の 成績か ら麻黄附子細辛湯はIFVの 感染 に際 して 防御的効果を示 すとと も に、感染

後、上気道か らの ウイルスの排泄を抑制する効果を持つ こ とが示された。
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